






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1０ 1１ 1２ 1３ １４ 
硬さ・一貫性









































計 １１ ９ １１ 3２ 
教育学部以外
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ｔ ,４３ ．６８ ．１７ ．４６１．００ ．２０ 
と「早期完了」地位が他の地位よりもＣｌ〒罰元」 1正が他の地位よりも「硬さ・一貫
性」得点で有意に高い値を示している。これらのこ
とから，早期完了の特徴としてみられる信念の硬さ
は，地位判定における傾倒の高さの反映と考えられ
る。
しかし早期完了尺度の「両親従順`性」下位尺度に
ついては地位尺度とは相関が見られず，各地位間で
得点差も見られなかった。早期完了青年の特徴とし
て記述されてきた両親の価値観の継承性が，傾倒．
危機という操作的定義からの地位判定によっては見
いだされなかった。このことは以下のように考えら
考察
１.自我同一性地位の特徴
地位尺度における「危機」下位尺度得点は私的自
己意識と高い関連がみられた。自己の内面に目を向
ける傾向が高いほど危機を経験しているといえ，当初の仮説は支持された。
地位尺度の｢傾倒｣下位尺度と早期完了尺度の｢硬
さ･一貫性」下位尺度の間でも高い相関が見られた。
また地位間での比較においても，傾倒の高い｢達成」
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れる゜第一に地位尺度，早期完了尺度の両尺度の内
容的妥当性を再検討する必要がありうる。大野（印
刷中）は，自己の生き方についての主体的選択につ
いての意志決定期間の有無を操作的に危機の有無と
定義してしまい，これを自我同一性達成の必要条件
とすること自体に疑問を呈している。すなわち，自
分の生き方について主体的選択をし，その選択に対
して責任をもち，かつ自我親和的であるならば，自
覚的に悩む経験が無くても，達成地位と分類される
べきであるとしている。逆に言えば，地位尺度にお
ける「危機」の高低による分類（達成か早期完了か，
モラトリアムか拡散か）自体の内容的妥当性が問い
直される必要があると言えよう。
また，早期完了尺度が実際に早期完了的特徴と対
応しているかどうかについても，事例との対応など
による検討が今後必要になると考えられる。早期完
了青年には，児童期までの両親，社会への同一化を
そのまま維持している未熟な早期完了(いわゆる｢良
い子｣)と，これらの同一化をより強化し自己を定義
づけてしまった早期完了があるように思われる(｢完
了」という語からは後者がより適切であろう）。北村
（1983)が述べる「柔らかいＦ」は前者に，「硬いＦ」
は後者に該当することも考えられる。しかし「未熟
な早期完了」青年は，あくまで世間の規範への同一
化をそのまま維持しているために，外界との衝突・
葛藤が生じず，一見適応的であるが，自己の独自な
規範としての同一性を平穏のうちに確立した青年と
は異なると考えられる。本研究における早期完了尺
度が，これらの２つの早期完了青年像を区別しうる
ものかどうかは，今後の検討課題である。
一方地位尺度においては，危機，傾倒とも教育学
部が他学部よりも高い平均点を示しており，より達
成地位に近い特徴を持つといえることになる。また
同一性地位分類においては当初の仮説とは異なり，
早期完了地位の者は他学部より顕著に多い傾向は見
られなかった。このように本研究では地位尺度にお
ける結果と早期完了尺度における結果が異なってい
る。これは前述のように早期完了尺度における早期
完了傾向の高さが，地位尺度での達成地位と早期完
了地位を区別しないことによるものである。
３．希望職種，職業継承性との関連
教員志望・不志望と早期完了傾向の間には，教育
学部においてゆるやかな関連が見られた。教育学部
における教員志望者の中に，自己の適性を十分再
考・吟味することない早期完了傾向の高い者が含ま
れる傾向が他学部に比べやや見られると言えよう。
当然のことながら，教員を志望する者すべてが早期
完了傾向が高いことは，理論上あり得ない。また個
人の自我同一性の様相は職業選択領域以外の多くの
領域によって決定されるため，緩やかな相関関係に
とどまったものと考えられる。
両親の職種と本人の希望職種の一致・不一致と各
変数の間には関連性は見られなかった。これは，早
期完了青年の特徴として記述される「両親の価値観
への無批判を継承」とは，単純に両親と同じ職業を
選択することによって示されるものではないことに
よるものと考えられる。大野（印刷中）は早期完了
的特徴を示す女子学生の陳述の例として「親の『女
の子にとって教師という職業がいちばん」という価
値観を鵜呑みに」し，全く疑わない，という例をあ
げている。親が教員であるなしにかかわらず，「教員
がふさわしい」とする親の価値観を自分自身の問題
として捉え直す過程を経ずにそのまま受け入れる場
合,同一性の様相としては早期完了的と考えられる。
また両親や世間の価値観を再吟味することなく，い
わば建て前道徳的な規範を無批判に受け入れる傾向
は，職業選択には必ずしも直接反映されるとは限ら
ない。本研究の結果は，教育学部学生が他学部より
も，こうした規範の持ち方をしやすい傾向を示唆す
るものである。学部の雰囲気としてこうした規範の
持ち方を支持する面があり，青年が互いに早期完了
傾向を強化しあう可能性が考えられる。一般に青年
期には，両親への同一視から離れ，新たな規範のモ
デルとなる同年代友人集団が求められるが，世間の
規範に従順であることを期待・支持する集団に同一
２学部間比較
早期完了尺度得点においては教育学部の方が高
く，早期完了的特徴が他学部よりも全体として高い
ことが示唆された。学生時代に様々な職業の可能性
を模索せず教員になった者は，教員という単一の理
想像しかもたず，様々な試行錯誤を通じた社会的体
験に乏しくなりがちであり，教員に就いた後不適応
を生じやすい点も指摘されている（伊勢呂．児玉．
石光・武藤，1994)。「教育学部において教職を熱心
に希望し迷わない｣という姿勢は,学部の目的に沿っ
た望ましいもののように一見思われるが,試行錯誤，
迷い，不熱心さなども，個人の発達や適応という観
点からは，必ずしも無意味とはいいきれないといえ
よう（勿論「教育学部で教員を熱心に希望するのが
適応的でない」というのではない)。
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化した青年は，結果的に早期完了的な特徴を示すこ
とになるだろう。また「建て前道徳」というものが，
常に順社会的な内容を持つものであるため，ここか
ら分離した独自の規範を（周囲の支持を失わない形
で）見いだすことが困難であることも挙げられる。
これらの点については今後実証的データに基づく
検討が更に必要になると考えられる。
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